
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
八
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
二
十
号

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
一
月
奈
良
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
を
「
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ

つ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る

国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳

法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加

え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
に
、
免
許
証
」
を
「
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
書
類
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
八
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

二

法
第
八
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
及
び
免
許
証

三

法
第
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
療

の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所
見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書

第
七
条
第
四
項
中
「
第
八
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
八
条
の
二
第
二
号
」
に
改
め
、
「
限
る
。
）
」

の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
、
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
当
該
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
（

法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
二
級
建
築
士
若
し
く
は
木
造

建
築
士
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
）
は
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
中
「
規
定
す
る
書
類
」
を
「
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
次
に
掲
げ
る

書
類
」
を
「
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
」
に
改
め
、
同
号
ア
及
び
イ
を
削
り
、
同
条
第
二
号

中
「
前
号
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
書
類
」
を
「
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「戸
籍
の
謄
本

（抄
本

）及
び
登
記
事
項
証
明
書

」
を
「本

籍
の
記
載
の
あ
る
住
民

「

１
後
見
開
始
又
は
保
佐
開
始
の
審
判
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

２
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。



あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

、

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
を
受

、
、

け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

３
建
築
士
法
の
規
定
に
違
反
し
て
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関

、

し
罪
を
犯
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

、

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
を
受

、
、

け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

票
の
写
し

」
に
、

４
建
築
士
法
第
９
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
１
０
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
一
級
建
築
士
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の

、

免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
日

、

５
建
築
士
法
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の

処
分
を
受
け
そ
の
停
止
の
期
間
中
に
同
法
第
９
条
第
１
項
第

、

１
号
の
規
定
に
よ
り
一
級
建
築
士
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建

、

築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

業
務
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
そ
の

、

停
止
の
期
間

「

１
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

い
る
□
い
な
い
□

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

、

あ
る
□

な
い
□

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
を
受

、
、

け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日

年
月

日
２
建
築
士
法
の
規
定
に
違
反
し
て
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関

、

し
罪
を
犯
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
□

な
い
□

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

、

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行
を
受

、
、

け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日

年
月

日
３
建
築
士
法
第
９
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
１
０
条
第
１
項
の



規
定
に
よ
り
一
級
建
築
士
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の

、

を

あ
る
□

な
い
□

免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
日

、

４
建
築
士
法
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の

年
月

日
処
分
を
受
け
そ
の
停
止
の
期
間
中
に
同
法
第
９
条
第
１
項
第

、

あ
る
□

な
い
□

１
号
の
規
定
に
よ
り
一
級
建
築
士
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建

、

築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

業
務
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
そ
の

、

停
止
の
期
間

年
月
日
か
ら

５
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士

年
月
日
ま
で

の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
判
断
及
び

、

」

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
か
。

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

に
、
「戸

籍
照
合

」
を
「住

民
票
照
合

」
に
改
め
る
。

年
月

日

あ
る
□

な
い
□



年
月
日
か
ら

年
月
日
ま
で

は
い
□
い
い
え
□

」

「

登
録
番
号

第
二
号
様
式
の
三
中

登
録
年
月
日

生
年
月
日

「

登
録
番
号

第

写
真

登
録
年
月
日

年
月

日
縦
４
５
ｃ
ｍ

．

横
３
５
ｃ
ｍ

．

を

裏
面
に
氏
名
を

生
年
月
日

年
月

日
記
入
し
て
の
、

り
で
貼
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。

講
習
受
講
履

」

有
・
変
更
無
・
無

歴
記
載
希
望

号
写
真

縦
４
５
ｃ
ｍ

．

横
３
５
ｃ
ｍ

．

裏
面
に
氏
名
及
び
撮

影
年
月
日
を
記
入
し



て
の
り
で
貼
り
付

に
改
め
る
。

、

け
て
く
だ
さ
い
。

」

第
三
号
様
式
中
「氏

名
を

」
を
「氏

名
及
び
撮
影
年
月
日
を

」
に
改
め
る
。

「

２
後
見
開
始
又
は
保
佐
開
始
の
審
判
を
受
け
た
こ
と

（法
第
７
条
第

２
号

）。

３
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は

、
、

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な

第
三
号
様
式
の
二
中

い
こ
と

（法
第
７
条
第
３
号

）。

４
法
の
規
定
に
違
反
し
て
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関
し
罪
を
犯
し

、

て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行

、
、

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ

と

（法
第
７
条
第
４
号

）。

「

２
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は

、
、

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な

い
こ
と
。

３
法
の
規
定
に
違
反
し
て
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関
し
罪
を
犯
し

、

て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
執
行

、
、

を

に
改
め
る
。

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
。

４
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
業

務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
判
断
及
び
意
思
疎
通

、

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
こ
と
。

」

」

二
級

こ



第
五
号
様
式

建
築
士
試
験
受
験
申
込
書
（
一
）
中
「〒

□
□
□
－
□
□

」
を
「〒

」
に
改
め
る
。

木
造

「

二
級

１
明
治
３

第
五
号
様
式

建
築
士
試
験
受
験
申
込
書
（
二
）
中

生
年
月
日

木
造

２
大
正
４

「

昭
和

を

生
年
月
日

に
、
「
（該

当
す
る
方

平
成

」

」

に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い

）
（算

用
数
字
で
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

）
」
を
「
（算

用
数
字

。
。

「

「

で
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

）
」
に
、

を

。

」

に
改
め
る
。

」

「２
全
て
の
役
員
に
つ
い
て
こ
の
書
類
に
記
入
し
き
れ
な
い
場
合
は
備
、

第
七
号
様
式
別
紙
一
中

紙
に
記
入
し
て
添
え
て
く
だ
さ
い
。

「２
考
の

「有

」の
□
の
中
に
レ
を
付
け
た
上
で
こ
の
書
類
に
記
入
し
き
れ
な
い
部
分
を
別

、

を
」

３

全
て
の
役
員
に
つ
い
て
こ
の
書
類
に
記
入
し
き
れ
な
い
場
合
は
備
考
の

「有

」の
□
の
中
に
レ
を
付

、

紙
に
記
入
し
て
添
え
て
く
だ
さ
い
。

生
年
月
日
は
和
暦
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い

、
。

け
た
上
で
こ
の
書
類
に
記
入
し
き
れ
な
い
部
分
を
別

、

「明
治
・
大
正

に
、

年
月

昭
和
・
平
成

」

「

日

を

年
月

日

に
改
め
る
。

」

」

附

則



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
現
に
提

出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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